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合理的な生活― 変わる習慣、変わらない習慣 ―

伊 東 祐 介

国立国会図書館の蔵書から

物
価
の
上
昇
が
続
く
昨
今
、
日
々
の
生
活
を
切
り

詰
め
て
過
ご
し
て
い
る
方
も
多
い
は
ず
。

今
回
ご
紹
介
す
る
資
料
は
、戦
時
中
、国
民
に
様
々

な
倹
約
法
を
紹
介
す
る
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も

の
で
す
。

展
覧
資
料
画
と
題
さ
れ
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
い

絵
柄
と
説
明
句
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
葉
は
ど

れ
も
色
彩
豊
か
。
わ
か
り
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
資
料
の

見
本
の
よ
う
で
す
。
紙
芝
居
の
よ
う
で
す
が
、
紙
芝

居
の
よ
う
な
裏
書
き
が
な
い
の
で
、
講
演
の
説
明

ボ
ー
ド
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
そ
の
ま
ま
並
べ
て
見

て
も
ら
う
と
い
う
よ
う
な
使
い
方
を
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
資
料
を
発
行
し
て
い
た
の
は
、
国
民
生
活
や

家
計
の
改
善
を
目
的
に
全
国
規
模
で
活
動
を
行
っ
て

い
た
大
日
本
生
活
協
会
と
い
う
団
体
で
す
。
各
地
の

学
校
や
図
書
館
に
展
覧
資
料
画
の
貸
出
し
、
出
張
講

演
会
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

大
日
本
生
活
協
会
は
、
事
業
家
の
佐
藤
慶
太
郎
に

よ
っ
て
昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年
３
月
に
設
立
さ
れ

た
佐
藤
新
興
生
活
館
を
前
身
と
す
る
団
体
で
、
昭
和

16
年
に
こ
の
名
称
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
駿
河

台
の
山
の
上
ホ
テ
ル（
令
和
７
年
３
月
現
在
休
館
中
）

は
、
佐
藤
新
興
生
活
館
の
本
部
と
し
て
建
設
さ
れ
た

建
物
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
建
築
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
設
計
で
、
戦
後
は
、
名
だ
た
る
作
家

が
定
宿
と
し
て
利
用
し
て
い
た
こ
と
で
も
有
名
な
ホ

今 月 の 一 冊

『貯蓄を生み出す生活の合理化』
大日本生活協會, 1942, 絵図 1組 (50 枚 ) ; 26×37cm　
<YKG11-1>全編にわたって、生活習慣の見直しと節約の提案がわかりやすく紹介されています。
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テ
ル
で
す
。

団
体
設
立
者
の
佐
藤
慶
太
郎
は
、
石
炭
事
業
で
財

を
な
し
「
石
炭
の
神
様
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
一
方
、「
自
分
の
財
産
は
社
会
か
ら
の
預
か
り

も
の
な
の
で
、
社
会
に
還
元
す
る
」
と
し
て
、
美
術

館
、
病
院
、
大
学
、
そ
の
他
慈
善
事
業
に
多
額
の
支

援
を
行
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
正
15

（
１
９
２
６
）
年
に
開
設
さ
れ
た
東
京
府
美
術
館
（
現

在
の
東
京
都
美
術
館
）
も
、
佐
藤
が
一
人
で
設
立
資

金
を
寄
付
し
て
開
設
に
繋
が
っ
た
も
の
で
し
た
。

さ
て
本
書
、
見
ど
こ
ろ
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
数
々

の
倹
約
法
で
す
。
戦
時
中
の
も
の
で
す
が
、
今
で
も

応
用
で
き
そ
う
な
倹
約
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
満
載
で
す
。

燃
料
の
効
率
的
な
使
い
方
か
ら
、栄
養
素
の
解
説
、

玄
米
を
お
い
し
く
炊
く
方
法
、
空
き
地
で
栽
培
で
き

る
野
菜
の
紹
介
な
ど
な
ど
。

と
は
い
え
、
戦
時
中
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
状
況
で

節
約
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
紹
介
し
た
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
留
ま
ら
ず
、
当
時
の
生
活
習
慣

に
も
切
り
込
み
、
各
人
が
合
理
的
に
生
活
し
て
い
く

こ
と
を
啓
発
す
る
内
容
で
し
た
。

冠
婚
葬
祭
の
合
理
化
な
ど
、
思
い
切
っ
た
ア
イ
デ

ア
を
提
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
佐
藤
は
、
社
会
を
改
善
す
る
た
め
に
は
土
台
か

ら
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
で

す
。こ

の
中
で
、
ム
ダ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

山の上ホテル（旧佐藤新興生活館）（画
像出典：佐 藤慶 太 郎翁伝記 編纂会 編 

『佐藤慶太郎』　https://dl.ndl.go.jp/pid/ 
1058051/1/175）

佐藤慶太郎肖像（画像出典：佐藤慶太
郎翁伝記編纂会 編『佐藤慶太郎』　
https://dl.ndl.go.jp/pid/1058051/1/211）

給料生活者の光熱費は、昭和6年度に家計支出の3%台であっ
たものが、昭和15年には6%あまりに上昇していました。
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現
在
で
も
な
お
目
に
す
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

合
理
的
な
観
点
で
は
ム
ダ
と
感
じ
つ
つ
も
、
習
慣
と

し
て
根
付
い
た
も
の
は
な
か
な
か
変
え
難
い
と
い
う

と
こ
ろ
な
の
で
し
ょ
う
か
。啓
発
さ
れ
て
い
る
中
で
、

実
現
し
た
こ
と
と
、
あ
ま
り
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と

を
分
け
な
が
ら
見
て
い
く
の
も
面
白
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

大
日
本
生
活
協
会
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
生
活
改

善
運
動
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
を
経
て
、
戦
後
の
新

生
活
運
動
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。新
生
活
運
動
は
、

荒
廃
し
た
国
や
郷
土
再
建
の
た
め
、
全
国
で
、
因
習

打
破
、
衛
生
の
改
善
、
生
活
や
社
会
の
合
理
化
を
進

め
よ
う
と
す
る
運
動
で
し
た
。

近
年
注
目
さ
れ
る
、
無
駄
な
も
の
を
所
有
し
な
い

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
登
場
、
コ
ス
パ
・
タ
イ
パ
の
視
点
、

昨
今
話
題
の
年
賀
状
じ
ま
い
ま
で
、「
合
理
」
の
観

点
か
ら
我
々
の
生
活
に
も
影
響
し
て
い
る
変
化
の
素

地
に
は
、
脈
々
と
続
く
こ
の
よ
う
な
運
動
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
表
に
出
し
づ
ら

か
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
の
変
化
が
、
こ
こ
に
き

て
ポ
ツ
ポ
ツ
と
湧
き
出
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
変
化
の
中
に
あ
っ
て
も
、
本
書

の
タ
イ
ト
ル
に
も
通
ず
る
、
ム
ダ
を
省
け
ば
貯
金
が

で
き
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
ぬ
王

道
の
法
則
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（上）大規模な宴席文化は、新型コロナを境にだいぶ変わりました。最近は
少人数の宴席が多いようです。

（左）お酒に興じる大人たちの横で、子どもが一人泣いているのが気になり
ます。

（右）みだりな茶菓は長居のもと。
（下）「貰う」「返す」のループは、今も様々な場面で見られます。当時から「ルー

プ」が意識されていたことは興味深いです。
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※< >内は当館請求記号

（上段左）こうしてみると、「○○しすぎ」のことはたくさんありますね。羽
をはやして飛んでいくお金のイラストがシュールです。

（上段右）生活合理化の魚雷が様々な悪習慣を打破しています。「衣服死蔵」
などは手を付けやすいターゲットかもしれません。

（中段左）今ではフリマアプリもできて「不用品売上貯金」はしやすくなり
ました。「散髪貯金」は今でも貯金効果高し。

（中段右）「子供ノオヤツ」の標題イラストがなかなか凝っています。この中
の「ハッタイ」とは、焙煎した麦を焦がしたもので、昔は一般的な製菓材料だっ
たようです（筆者は知りませんでした）。

（下段）「きんし」とは、大蔵省専売局から発売されていた煙草「金鵄」です。
元「ゴールデンバット」だったものが敵性語ということで、昭和15年に改名
されたものでした。
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シンポジウムの開催にあたって（当日挨拶）　　　　　　　   国立国会図書館長　倉田敬子　　　　　　　　　

　国立国会図書館は「ビジョン２０２１-２０２5 - 国立国会図書館のデジタルシフト-」の下で、「ユニバーサルアクセス
の実現」と「国のデジタル情報基盤の拡充」とを進めてまいりました。新ビジョンを検討すべき現在、当館の今後
の役割、取組について多角的に議論することを目的に本シンポジウムを企画しました。
　シンポジウムの前半では、当館と同様に国立図書館と議会図書館の機能を併せ持つ米国議会図書館の首席副館
長である、J・マーク・スウィーニー氏から同館の新戦略「Ａ Ｌｉｂｒａｒｙ ｆｏｒ Ａｌｌ」についてご講演いただきます。また、
後半のパネルディスカッションでは、スウィーニー氏に加えて、憲法学、情報工学、教育学・図書館情報学をそれぞ
れご専門とされる３名の有識者から、当館の進むべき方向性に示唆をいただけると考えております。また、当館副
館長の山地も、今後の国立国会図書館の取組を考えるため、パネルディスカッションに参加させていただきます。
　本日のシンポジウムを通して、当館が今後考えていかなければならない課題について、貴重な示唆をいただける
ものと確信しています。皆様にとってもこの時間が有意義なものとなることを期待いたします。

シンポジウムの登壇者ら。左から木藤総務部長、只野一橋大学大学院法学研究科教授、倉田館長、スウィーニー米国議会図書館首席副館長、
喜連川情報・システム研究機構機構長、溝上国士舘大学特任教授、山地副館長。
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米国議会図書館の新戦略から見えてくるもの　　　　　　　

報告
デジタルシフトの次へ　　　

　国立国会図書館はその使命・役割を果たすため、数年間にわたる活動の指針としてビジョンを定めており、
2025 年は新たなビジョンを策定する年にあたります。その新たなビジョンにおける国立国会図書館の方向性を
探るため、米国議会図書館の首席副館長 J・マーク・スウィーニー氏をお招きし、2024 年 9 月 24 日にシンポ
ジウム「デジタルシフトの次へ―米国議会図書館の新戦略から見えてくるもの」を開催しました。本記事ではそ
の様子をお届けします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務部 企画課、支部図書館・協力課）



　

本
日
は
、
米
国
議
会
図
書
館
の
２
０
２
４
年

度
～
２
０
２
８
年
度
戦
略
計
画
「A Library 

for All

」
と
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
新
た
な
来
場

者
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
っ
た
、
図
書
館
と
人
々
を

繋
げ
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の

鍵
と
な
る
施
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　

　

米
国
議
会
図
書
館
は
、
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
持
つ
世
界
で
最
も
大
き
な
図
書
館
で
あ

り
、
米
国
議
会
の
た
め
に
調
査
を
行
う
機
関

で
あ
り
、
米
国
著
作
権
局
（U

nited States 
Copyright O

ffi
ce

）
の
経
営
母
体
で
も
あ
り

ま
す
。
我
々
は
、
普
遍
的
か
つ
恒
久
的
な
、
知

識
と
創
造
性
の
源
泉
を
議
会
と
国
民
に
届
け
る

と
い
う
使
命
の
一
環
と
し
て
、
比
類
な
い
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
管
理
を
含
む
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
米
国
議
会
図
書
館
は
全

て
の
人
に
と
っ
て
の
図
書
館
で
あ
り
、
我
々
の

持
つ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
専
門
性
を
も
っ
て
す
れ

ば
、
個
々
の
ユ
ー
ザ
ー
に
関
わ
り
、
彼
ら
の
創

造
性
を
刺
激
し
、
必
要
な
情
報
を
届
け
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
全
て
の
ア
メ
リ
カ
国
民
と
繋
が

る
と
い
う
我
々
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
実
現
で
き
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

前
期
戦
略
計
画
の
振
り
返
り

　

前
期
（
２
０
１
９-

２
０
２
３
）
の
計
画
は
、

米
国
議
会
図
書
館
の
全
て
の
部
局
を
横
断
し

た
初
の
戦
略
計
画
で
あ
り
、
組
織
と
し
て
の
統

合
的
な
戦
略
を
志
向
し
た
点
で
、
そ
れ
ま
で
と

は
大
き
く
異
な
る
計
画
で
し
た
。
そ
の
中
で
、

我
々
は
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
、
米
国
議

会
図
書
館
の
奉
仕
対
象
と
し
て
「
議
会
」「
ク

リ
エ
イ
タ
ー
」「
学
習
者
」「
仲
介
者
」
と
い
う

４
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
考
え
て
い
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。
我
々
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
か
つ
て
な
い
変
化
の
中

で
も
、
前
期
の
戦
略
計
画
で
掲
げ
た
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
る
効
率
化
、
幅
広
い
ユ
ー
ザ
ー
へ
の

リ
ー
チ
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
い
っ
た
目
標
を
実
現
し
ま
し
た
。

A Library for All

　

２
０
２
４
年
か
ら
の
我
々
の
新
た
な
戦
略

は
、
米
国
議
会
、
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
全
て
の

ユ
ー
ザ
ー
に
我
々
の
目
指
す
方
向
を
示
す
も
の

で
あ
り
、２
０
１
９
年
に
始
ま
っ
た「
ユ
ー
ザ
ー

中
心
の
旅
」を
次
の
段
階
に
進
め
た
も
の
で
す
。

新
た
な
戦
略
計
画
で
は
、
全
体
を
通
し
て
デ
ジ

タ
ル
の
要
素
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
デ
ジ
タ
ル
に
関
す
る
我
々
の
取
組
が
成

熟
し
、
今
や
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

が
重
要
な
役
割
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で

す
。

　

新
た
な
戦
略
計
画
は
、
明
確
で
、
先
を
見
据

え
た
、
ユ
ー
ザ
ー
を
中
心
と
す
る
計
画
を
作
る

た
め
、
図
書
館
の
戦
略
計
画
チ
ー
ム
と
デ
ジ
タ

ル
戦
略
チ
ー
ム
が
協
力
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
組
織
内
外
の
関
係

者
と
も
多
数
の
議
論
を
し
て
、
部
局
を
横
断
し

て
取
り
組
む
べ
き
優
先
事
項
を
決
め
、
そ
れ
ら

は
戦
略
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
対

応
、
ユ
ー
ザ
ー
中
心
、
デ
ー
タ
活
用
、
包
摂
的

か
つ
歓
迎
的
、
協
力
と
連
携
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
関
わ
り
と
い
う
各
テ
ー
マ
は
、
我
々
の
活

動
に
浸
透
し
、
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
影
響
を
広
げ
、

深
め
る
方
向
へ
と
我
々
を
導
く
も
の
で
す
。

４
つ
の
目
標

　

新
た
な
戦
略
計
画
で
は
４
つ
の
目
標
を
定
め

て
い
ま
す
。

　

第
一
の
目
標
は
、「
ア
ク
セ
ス
の
拡
大
」で
す
。

ユ
ー
ザ
ー
が
必
要
と
す
る
と
き
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
ど
ん
な
方
法
で
も
、
図
書
館
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
来
館
利
用
、
遠

隔
利
用
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
に
と
っ
て
も
、
見

つ
け
や
す
く
便
利
に
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
や
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
幅
広
く
多

様
な
、
ア
メ
リ
カ
と
そ
の
国
民
の
経
験
や
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
拡
大
に
取
り

組
み
、
人
々
を
図
書
館
に
繋
げ
る
こ
と
を
試
み

ま
す
。
二
つ
目
の
目
標
は
、「
サ
ー
ビ
ス
の
強

化
」
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
図
書
館
の
長
期

的
な
関
係
に
繋
が
る
、
価
値
あ
る
体
験
の
提
供

基調講演

—米国議会図書館の戦略計画 2024-2028—
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を
目
指
し
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、我
々
が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
わ
り
、
そ

の
ニ
ー
ズ
を
理
解
し
、
協
力
関
係
を
築
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

三
つ
目
の
「
能
力
の
向
上
」
は
、
前
期
の
戦

略
計
画
で
掲
げ
た
「
リ
ソ
ー
ス
の
最
適
化
」
を

発
展
さ
せ
、新
た
に
定
め
た
目
標
で
す
。ス
タ
ッ

フ
は
米
国
議
会
図
書
館
が
生
み
出
す
価
値
の
源

泉
で
あ
り
、
彼
ら
の
能
力
開
発
と
成
長
へ
の
投

資
は
惜
し
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、
多
様
な
人
材
が

働
き
や
す
い
環
境
を
構
築
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

業
務
の
効
率
化
や
業
務
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
よ

り
、
ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
性
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

最
後
の
目
標
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
」

で
は
、
課
題
に
対
処
し
、
創
造
性
を
刺
激
す

る
た
め
に
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
テ
ク
ノ
ロ　
　
　 ジ

ー
を
探
求
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
ほ
ん　

の
数
年
前
ま
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な

新
た
な
技
術
を
検
討
、
開
発
、
導
入
す
る
こ
と

で
、
我
々
の
持
つ
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
活

用
を
最
大
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

「
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
戦
略
」
と

「
デ
ジ
タ
ル
化
戦
略
」

　

２
０
１
７
年
に
定
め
た
「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
収
集
計
画
」
を
通
し
て
、
我
々
は
デ
ジ
タ

ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
大
規
模
な
収
集
を
行
い
、
そ

れ
を
維
持
す
る
技
術
や
業
務
を
発
展
さ
せ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
継
と
し
て
、
２
０
２
２
年
に
発
表

し
た
「
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
戦
略
」
の

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
の
一
つ
が
「
電
子
優
先

（e-preferred

）」
へ
の
転
換
で
す
。
つ
ま
り
、

ボ
ー
ン
デ
ジ
タ
ル
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
限
ら
ず
、

様
々
な
出
版
物
の
デ
ジ
タ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
収

集
を
段
階
的
に
進
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
戦
略
に
お
い
て
、
多
く
の
図

書
館
が
積
極
的
に
収
集
・
保
存
し
て
い
な
い

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
に
も
注
力
す
る
と
定
め
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
日
常
の
業
務
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
ア
ク

セ
ス
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
収
集
、
提
供
す
る
に

至
り
ま
し
た
。
我
々
が
提
供
す
る
「O

penly 
Available Serials W

eb Archive

」
に
は

４
０
０
タ
イ
ト
ル
近
く
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
射
程
を
広
げ
、

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
や
画

像
、
写
真
を
対
象
に
、
定
期
的
な
収
集
を
試
行

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
「
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

戦
略
」
で
は
、
収
集
の
対
象
や
方
法
に
つ
い

て
の
方
針
だ
け
で
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
の
収
集
と
提
供
に
必
要
な
組
織
体
制
の
強
化

や
、
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
を
定
め
、
そ
れ
を

実
行
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
に
は
「
デ
ジ
タ
ル
化
戦
略
」
を

発
表
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
組
を
明
文
化
し

ま
し
た
。
調
査
に
よ
っ
て
優
先
的
に
デ
ジ
タ
ル

化
す
べ
き
資
料
と
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ド
メ
イ

ン
で
あ
り
、
他
機
関
が
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
な

い
資
料
を
特
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
図
書
約

30
万
冊
、
逐
次
刊
行
物
約
６
万
タ
イ
ト
ル
に
及

び
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
を
で
き
る
限
り
多

く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。「
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
戦
略
」
と
「
デ
ジ
タ
ル

化
戦
略
」
に
よ
っ
て
２
０
２
４-

２
０
２
８
年

の
戦
略
計
画
を
補
完
し
、
戦
略
計
画
で
定
め
た

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

図
書
館
の
来
館
体
験
向
上

　
最
後
に
、
来
館
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。
米
国
議
会
図
書
館
は
、
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
キ
ャ
ピ
ト
ル
・
ヒ
ル
に
３
つ
の
建

物
を
有
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
１
８
９
７
年

に
建
て
ら
れ
た
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
館
は
、

Ｊ・マーク・スウィーニー氏
（米国議会図書館首席副館長）

1980 年代後半に米国議会図書館に入館以降、約 40 年に
わたるキャリアの中で、逐次刊行物及び政府刊行物課長、
人文社会科学課長、資料保存課長、図書館サービス部長
等を歴任した後、2018年5月から現職。首席副館長として、
米国議会図書館長が扱う重要施策の推進にリーダシップ
を発揮し、同館のコレクション及びサービスを米国議会、
国民、さらに多くの人々に確実に届けるため、館全体の
プログラムと組織運営を統轄。

4 つの戦略目標（スウィーニー氏の発表スライドより
抜粋）
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新戦略「A Library For All」の全文は
米国議会図書館のホームページに掲
載されています。
https://www.loc.gov/strategic-plan/

パネルディスカッション 荘
厳
な
歴
史
的
建
造
物
で
、
見
学
者
を
含
め
年

間
約
１
５
０
万
人
が
訪
れ
ま
す
。
我
々
は
来
館

者
体
験
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、「A Library 

for You

」
と
い
う
標
語
と
と
も
に
、
新
た
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
国
民
と

我
々
の
サ
ー
ビ
ス
や
資
源
を
繋
げ
る
こ
と
を
試

み
て
い
ま
す
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
遅
れ
は

あ
り
ま
し
た
が
、
建
物
の
建
築
的
価
値
は
維
持

し
つ
つ
、
我
々
は
現
在
、
建
物
全
体
の
空
間
の

見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
新
た
に
作
ら

れ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
来
館
者
が
、
図
書
館

が
持
つ
魅
力
的
な
資
料
を
直
接
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

今
年
の
６
月
に
は
最
初
の
展
示
と
し
て

「Collecting M
em

ories

」
と
い
う
展
示
を

公
開
し
ま
し
た
。
こ
の
展
示
で
は
、社
会
全
体
、

歴
史
上
の
重
要
な
瞬
間
、
個
人
の
人
生
の
記
憶

を
保
存
す
る
図
書
館
の
役
割
を
含
め
、
文
化
が

記
憶
を
ど
の
よ
う
に
保
存
し
て
い
く
の
か
を
探

る
こ
と
を
試
み
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
教
育
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
「The 

Source

」
は
、
８
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の

家
族
を
対
象
に
、
好
奇
心
や
創
造
性
を
養
う
た

め
、
調
査
や
研
究
の
方
法
を
学
ぶ
場
を
提
供
し

ま
す
。
ま
た
、
そ
こ
は
10
代
の
若
者
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ン
の
機
会
を
提
供
す
る
場

で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
体
験
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
双
方
向
的
な
経
験
を
通
じ
て
、
図
書

館
の
資
源
を
探
索
し
、
情
報
を
見
つ
け
、
分
析

し
、
予
測
を
す
る
と
い
う
研
究
の
プ
ロ
セ
ス
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
数
年
間
、議
会
、国
民
、世
界
中
の
ユ
ー

ザ
ー
に
一
層
の
貢
献
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ

の
戦
略
計
画
は
我
々
を
導
く
北
極
星
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

米
国
議
会
図
書
館
を
代
表
し
て
、
国
立
国
会

図
書
館
が
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
新
た
に
定
め
る
際

の
参
考
に
、
我
々
の
戦
略
計
画
を
選
ん
で
い
た

だ
い
た
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。

用 語 解 説

米国議会図書館（LOC: Library of Congress）
1800年に設立。設立当初は米国議会にのみサービスを提供する図書館であったが、

その後、サービスの範囲を全国民へと広げ、国立図書館としての機能を併せ持つに至

る。LOCをモデルに創設された国立国会図書館も、同様に議会図書館と国立図書館の

機能を有するが、両方の機能を兼ねる組織は世界的に稀である。

米国著作権局（United States Copyright Office）
著作権の登録や、著作権法に関する情報提供を担うLOCの部門。

アメリカでの著作権の登録には、米国著作権局への著作物の提出が義務付けられてお

り、提出された著作物はLOCのコレクションとして登録される。この手続きを通して、

LOCは国内出版物の収集を実現してきた。

The Source
図書館の資料を用いる探求型のコンテンツを提供する施設。例えば、BoxBarと呼ば

れるエリアには、複製された図書館資料、それを用いて解くことができるパズルなど

が納められたボックスが置かれている。同施設は近日公開予定。

8国立国会図書館月報 769号 2025.5

https://www.loc.gov/strategic-plan/


※ パネルディスカッション部分の記事では、当日の進行と順序を一部入れ替えています。
※本文中では敬称略

只野　雅人氏
（一橋大学大学院法学研究科教授）

1993 年一橋大学大学院法学研究科博士後期課
程修了。博士（法学）。専門は憲法、特に統治
機構論。主著に『選挙制度と代表制』、『代表に
おける等質性と多様性』、『講座 立憲主義と憲
法学　第４巻 統治機構Ⅰ』等。

用 語 解 説

議会調査局
（ C R S :  C o n g r e s s i o n a l  R e s e a r c h 

Services）
米国議会を対象に、調査や情報提供を行うLOC

の部門。国立国会図書館では、調査及び立法考

査局が相当する役割を担っている。

パネルディスカッション

前
半
で
は
、
基
調
講
演
を
受
け
、
各
登
壇
者
が
ス

ウ
ィ
ー
ニ
ー
氏
に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

只
野　

国
立
国
会
図
書
館
（
以
下
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）
は
、
国

立
図
書
館
で
あ
る
と
同
時
に
、
立
法
機
関
で
あ
る
国
会

を
補
佐
す
る
機
関
と
し
て
、
１
９
４
８
年
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
構
想
を
具
体
化
す
る
際
に
は
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
使
節
団
が
招
か
れ
て
お
り
ま
す
。そ
の
メ
ン
バ
ー

の
一
人
が
、当
時
の
米
国
議
会
図
書
館
（
以
下
、Ｌ
Ｏ
Ｃ
）

の
副
館
長
で
あ
る
ヴ
ァ
―
ナ
ー
・
ク
ラ
ッ
プ
氏
で
し
た
。

Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
将
来
を
展
望
す
る
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、

現
副
館
長
で
あ
る
ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー
氏
を
お
招
き
で
き
た

の
は
、
大
変
意
義
深
い
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
私
か
ら
、
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

立
法
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
創
設
時
か
ら

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進

展
は
、
情
報
の
流
通
や
利
活
用
に
変
化
を
も
た
ら
し
、

私
た
ち
の
権
利
保
障
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

技
術
革
新
の
速
度
は
増
し
、
Ａ
Ｉ
の
例
が
何
よ
り
示
す

よ
う
に
、
そ
の
変
化
と
影
響
を
予
見
す
る
こ
と
は
難
し

い
状
況
で
す
。
さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
情
報
流

通
に
は
国
境
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
家
が
定
め
た
法
律
に
よ
る
規
制
に

は
い
く
つ
か
の
点
で
限
界
が
生
じ
て
お
り
、
公
共
セ
ク

タ
ー
と
民
間
セ
ク
タ
ー
の
協
力
に
よ
る
共
同
規
制
の
必

要
性
や
、
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
の
活
用
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
際
的
な
規
制
の
枠
組
み
を
考
え
る
必

要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
Ｌ
Ｏ
Ｃ
で
は
、
立
法

の
補
佐
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
専
門
的
知
見
や
十
分
な
情
報
資
源
に
基
づ

き
、
信
頼
性
が
高
い
調
査
・
分
析
と
的
確
な
情
報
を
提

供
す
る
と
い
う
立
法
補
佐
の
本
質
は
変
わ
ら
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
国
の
法
律
に
よ
る
規
制
だ
け
で
は
デ
ジ
タ

ル
化
す
る
社
会
へ
の
対
応
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
中
、

ど
の
よ
う
な
補
佐
の
在
り
方
が
今
後
求
め
ら
れ
て
い
く

と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー　

素
晴
ら
し
い
質
問
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
１
８
０
０
年
の
設
立
以
来
、
Ｌ
Ｏ
Ｃ
は
技

術
革
新
の
度
に
、
新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
、
サ
ー
ビ

ス
に
活
用
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
直
面
し
て
い

る
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
ほ
ど
の
困
難
は
か
つ
て
な
く
、
技

術
の
急
速
な
進
展
や
権
利
問
題
へ
の
対
応
に
Ｌ
Ｏ
Ｃ
全

体
が
苦
心
し
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｏ
Ｃ
は
時
代
と
と
も
に
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
を
拡
大

し
て
き
ま
し
た
が
、
議
会
が
第
一
の
奉
仕
対
象
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
Ｌ
Ｏ
Ｃ
の

役
目
は
立
法
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
支
援
で
す
。

我
々
の
組
織
の
一
部
で
あ
る
議
会
調
査
局
（
Ｃ
Ｒ
Ｓ: 

Congressional Research Service

）
は
、
３
つ
の

価
値
を
持
っ
て
、
そ
の
任
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
第

一
に
守
秘
義
務
、
第
二
に
信
頼
性
の
高
い
権
威
あ
る
情

報
を
扱
う
こ
と
、
そ
し
て
、
客
観
的
か
つ
中
立
的
な
情

報
提
供
を
行
う
こ
と
で
す
。
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問
題
は
、
我
々
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
も
た
ら
す
変
化
を

前
に
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
価
値
を
発

揮
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
が
お
答
え
で
き
る
の
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
れ
ば
、

我
々
が
こ
れ
ま
で
抱
え
て
き
た
問
題
の
う
ち
、
い
く
つ

か
を
解
決
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
Ｃ
Ｒ
Ｓ
で
は
議
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
の
要

約
を
作
成
す
る
の
で
す
が
、従
来
の
方
法
で
は
、会
期
中
、

議
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
の
約
７
割
し
か
分
析
で
き
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

膨
大
な
法
案
の
、
初
歩
的
な
分
析
と
要
約
の
作
成
に

Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き
な
い
か
と
期
待
し
て
お
り
、
現
在
、

検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
Ａ
Ｉ
は
事
実

を
誤
認
し
、
時
に
事
実
を
作
り
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
使
わ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

立
法
過
程
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
を
利
用
す
る
際
に
は
、
一

連
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
人
間
を
重
視
す
る
と
い
う
哲

学
を
我
々
は
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
人
間
が
Ａ
Ｉ
に

詳
し
く
な
り
、
人
間
が
Ａ
Ｉ
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
、

そ
し
て
何
よ
り
、
最
終
的
な
成
果
物
が
必
要
な
水
準
を

満
た
し
て
い
る
か
を
人
間
が
評
価
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

喜
連
川　

ま
ず
、
お
伺
い
し
た
い
の
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
関
す
る
質
問
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
が
普
及
し
、
人
間
の
活
動

が
物
理
空
間
か
ら
サ
イ
バ
ー
空
間
に
シ
フ
ト
す
る
契
機

で
あ
っ
た
と
み
な
せ
ま
す
。
そ
の
と
き
、
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
し
た
組
織
は
活
発
に
な
り
、
そ
う
で
な
い
組
織
は

活
動
が
停
滞
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
理
解
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

日
本
の
図
書
館
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
考
え
る
と
、

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
図
書
の
割
合
が
相
対
的
に
少
な
い

こ
と
も
あ
り
、
活
動
は
必
ず
し
も
活
発
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
印
象
で
す
。
Ｌ
Ｏ
Ｃ
は
デ
ジ
タ
ル
戦
略
を
推
進

し
て
こ
ら
れ
た
と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
際
、
ど
の
よ
う
に
活
動
を
し
て
こ
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
っ
た
と
き

我
々
は
既
に
数
百
万
点
規
模
の
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｌ
Ｏ
Ｃ
に
は
１
億
７
千
万
点

以
上
の
資
料
が
納
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
う

ち
デ
ジ
タ
ル
形
式
で
利
用
で
き
る
の
は
、
現
在
で
も
わ

ず
か
10
％
ほ
ど
で
す
。

　

我
々
の
デ
ジ
タ
ル
化
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
非
常
に
質
の

高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も

十
分
な
メ
タ
デ
ー
タ
や
説
明
が
付
与
さ
れ
て
い
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
既
に
導
入
し
て
い
た
メ
タ

デ
ー
タ
作
成
の
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
を
可
能
に
す
る

仕
組
み
を
応
用
し
、
職
員
が
リ
モ
ー
ト
で
作
業
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
追
加
し
た
メ
タ
デ
ー
タ
に

よ
っ
て
よ
り
一
層
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供
し
ま
し
た
。 

一

方
、
著
作
権
局
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
書
籍
や
作
品
を
デ
ジ

タ
ル
版
で
登
録
で
き
る
よ
う
、
緊
急
で
要
件
を
変
更
し

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
紙
優
先
（print first

）
の
考

え
か
ら
、
今
で
は
「
電
子
優
先
（e-preferred

）」

と
呼
ん
で
い
る
考
え
に
変
化
さ
せ
て
い
く
契
機
と
な
っ

た
の
で
す
。

山
地　

デ
ジ
タ
ル
の
納
本
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
重
要
な
契
機
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

物
理
的
に
著
作
物
を
届
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
そ

れ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
の
納
本
が
必
要
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
既
に
起
こ
っ
て
い

た
変
化
の
触
媒
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
今
の
ア
メ
リ
カ

の
法
律
で
は
、
創
作
に
よ
っ
て
誰
で
も
著
作
権
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
登
録
に
は
い
く
つ
か
の
条

喜連川　優氏
（情報・システム研究機構機構長、東京大学

特別教授）
1983 年東京大学大学院工学系研究科情報工学専攻博士
課程修了。ACM SIGMOD エドガー・Ｆ・コッド革新賞
をはじめ受賞歴多数。2013 年に紫綬褒章、2016 年には
レジオン・ドヌール勲章を受章。
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件
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
著
作
権
局
へ
の
著
作

物
提
出
で
す
。
提
出
さ
れ
た
著
作
物
は
、
最
終
的
に
Ｌ

Ｏ
Ｃ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
前
に
も
、
デ
ジ
タ
ル
で
し
か
存
在

し
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
の
収
集
方
法
に
つ
い
て
は
、
議
論

を
重
ね
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
直

面
し
、
初
め
て
物
理
的
な
モ
ノ
が
図
書
館
に
来
る
ま
で

に
は
障
壁
が
あ
る
と
気
づ
い
た
の
で
す
。
著
作
権
者
た

ち
は
、迅
速
な
権
利
の
保
護
を
求
め
ま
し
た
。そ
う
し
て
、

我
々
は
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
両
方
で
存
在
す
る
著
作
物
を
、

デ
ジ
タ
ル
で
も
受
け
入
れ
る
こ
と
を
検
討
し
始
め
た
の

で
す
。

　

我
々
は
業
務
体
制
を
強
化
し
、
著
作
権
者
か
ら
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
で

は
、
彼
ら
の
要
求
に
応
じ
て
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
、
両
方

の
形
で
の
納
入
が
受
け
入
れ
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

喜
連
川　

ご
多
分
に
漏
れ
ず
Ａ
Ｉ
に
関
し
て
も
お
尋
ね

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
も
そ
う
な
の
で
す
が
、
Ｌ
Ｏ
Ｃ
は
過
去
か
ら

の
テ
キ
ス
ト
情
報
を
山
の
よ
う
に
持
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
テ
キ
ス
ト
は
こ
れ
ま
で
、
処
理
が
難
し
く
Ａ
Ｉ
の

大
き
な
対
象
空
間
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
ど

れ
ほ
ど
の
テ
キ
ス
ト
を
持
っ
て
い
る
の
か
聞
い
て
回
る

と
い
う
の
が
、
Ａ
Ｉ
屋
さ
ん
の
仕
事
で
あ
り
ま
す
。
作

成
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
の
総
量
は
人
口
に
依
存
し
ま
す
の

で
、
Ｌ
Ｏ
Ｃ
は
、
小
さ
な
国
よ
り
も
多
く
の
テ
キ
ス
ト

を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
は
古
い
も
の
で
あ
る
一
方
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
ら
れ
る
の
は
新
し
い
言

葉
で
す
。
自
分
が
聞
い
た
こ
と
の
な
い
言
葉
を
調
べ
る

の
が
原
則
な
の
で
す
。
そ
う
な
る
と
、
新
し
い
質
問
と

古
い
知
を
ど
う
融
合
さ
せ
る
の
か
が
、
図
書
館
の
役
割

と
し
て
、今
後
重
要
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。つ
ま
り
は
、

悠
久
の
知
識
を
活
用
す
る
こ
と
も
重
要
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ど
う
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー　

我
々
は
確
か
に
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
有
し
て
い
ま
す
。
他
の
国
立
図
書
館
よ
り
も
優
位

な
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
幅
広
く
、
ア
メ
リ
カ

の
他
の
二
つ
の
国
立
図
書
館（

１
）が
担
う
分
野
を
除
い
た
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
資
料
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
、
４
０
０
以
上
の
言
語
の
書

物
を
世
界
中
か
ら
集
め
て
い
ま
す
。

　

大
半
の
国
立
図
書
館
は

そ
の
射
程
を
自
国
の
出
版

物
等
に
絞
っ
て
い
ま
す
が
、

Ｌ
Ｏ
Ｃ
は
国
内
だ
け
で
な

く
国
外
に
射
程
を
向
け
、

幅
広
い
収
集
を
し
て
き
ま

し
た
。
そ
う
活
動
を
し
て

き
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
国

民
に
と
っ
て
も
、
議
会
に

と
っ
て
も
信
頼
に
足
る
情

報
源
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
理
念
を
我
々
が
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

理
論
上
、
図
書
館
の
資
源
を
デ
ジ
タ
ル
に
変
換
す
れ

ば
、
Ａ
Ｉ
は
そ
れ
を
用
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
Ａ
Ｉ
の
精
度
向
上
に
貢
献
で
き
る
豊
富
な
資
源
を

我
々
は
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
、

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
の
は
10
％
に
過
ぎ
ず
、
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
て
い
な
い
資
料
を
Ａ
Ｉ
は
解
析
で
き
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
は
こ
れ
か
ら
も
数
世
代
に
わ

た
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

溝
上　

今
期
の
戦
略
計
画
に
「
包
摂
的
・
歓
迎
的
」
と

い
う
言
葉
が
、
繰
り
返
し
掲
げ
ら
れ
て
い
る
点
に
注
目

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｏ
Ｃ
は
、
連
邦
議
会
と
ア
メ
リ
カ
市
民
を
対
象
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
謳
っ
て
お
り
、
そ
の
ア
メ
リ

カ
は
多
様
性
に
富
ん
だ
社
会
で
す
。
私
か
ら
見
ま
す
と
、

溝上　智恵子氏
（国士舘大学特任教授、筑波大学名誉教授）
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障害のある人々へのサービス 上巻』（分担執筆）等。
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Ｌ
Ｏ
Ｃ
は
こ
れ
ま
で
も
多
様
性
を
尊
重
し
、イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
環
境
の
構
築
に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
と

な
る
と
、
今
期
の
戦
略
計
画
に
あ
え
て
「A Library 

for All

」
を
掲
げ
、「
全
て
の
人
に
」
と
強
調
さ
れ
る
際
、

特
に
ど
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
包
摂
の
対
象
と
し

て
想
定
し
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
、
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

従
来
、貴
館
と
関
係
が
希
薄
だ
っ
た
と
考
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
具
体
的
に
お
聞

か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー　

Ｌ
Ｏ
Ｃ
は
長
年
16
歳
以
上
の
人
々
に

開
か
れ
て
き
た
の
で
す
が
、
学
術
的
な
研
究
の
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
の
み
を
提
供
し
て
い
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
し

た
。
Ｌ
Ｏ
Ｃ
の
建
物
は
荘
厳
で
重
々
し
く
、多
く
の
人
々

は
、
自
分
は
Ｌ
Ｏ
Ｃ
を
訪
れ
た
り
利
用
し
た
り
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
歓

迎
的
」
で
あ
る
と
は
、
ま
ず
、
そ
う
し
た
人
々
の
感
覚

を
取
り
除
く
こ
と
で
し
た
。

　

二
つ
目
に
、
収
集
す
る
資
料
の
包
摂
性
に
留
意
し
て

い
ま
す
。
我
々
は
、
そ
の
幅
広
い
収
集
対
象
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
が
作
り
出
し
た
も
の

を
十
分
に
集
め
て
き
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
他
者
の
視

点
か
ら
の
情
報
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
、メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ム
の
出
版
物
で
は
な
く
、
彼
ら
自
身
に
よ
る
語
り
を
集

め
る
こ
と
で
、
彼
ら
が
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
に
与
え
て
き

た
影
響
を
我
々
の
蔵
書
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
注
力
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
包
摂
的
、
歓
迎
的
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
は

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
も
言
及
し
て
い
ま
す
。
我
々
は
、

視
覚
障
害
者
と
読
み
に
困
難
を
持
つ
人
々
に
対
す
る
大

規
模
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
物
理
的
な

環
境
に
つ
い
て
は
改
善
の
余
地
が
あ
り
、
ま
た
、
障
害

を
持
つ
人
々
の
標
準
に
よ
り
適
合
し
た
ウ
ェ
ブ
資
産
の

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
に
よ
っ
て
障
壁
を
確
実
に
減
ら
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
16
歳
未
満
の
人
々
が
Ｌ
Ｏ
Ｃ
を
利
用
す
る

機
会
は
非
常
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
未
来

を
変
え
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
若
い
世
代
と
始
め

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
図
書
館
は
な
ぜ
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
。
人
々
は
、
い
い
情
報
と
は
何
か
、
そ
れ
は

信
頼
で
き
る
情
報
な
の
か
、
と
問
う
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
に
答
え
る
こ
と
が
図
書
館
の
仕
事
で
あ
り
、
そ
れ
は

若
い
世
代
に
も
伝
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

新
し
く
始
ま
るThe Source

は
、
子
ど
も
た
ち
に

新
た
な
場
を
提
供
す
る
試
み
で
す
。
子
ど
も
は
、
我
々

が
長
い
間
注
目
し
て
こ
な
か
っ
た
集
団
で
あ
り
、
こ
う

し
た
試
み
が
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
ど
の
よ
う

な
関
わ
り
を
生
む
の
か
は
非
常
に
興
味
深
く
、
刺
激
的

な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

後
半
で
は
、
登
壇
者
か
ら
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
へ
の
提
言
を

受
け
、
国
立
国
会
図
書
館
副
館
長
の
山
地
が
コ
メ

ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

提
言
１

　

立
法
と
並
ぶ
、
議
会
の
重
要
な
役
割
が
政
府
の
統
制

で
す
。
し
か
し
、
議
会
の
多
数
派
が
政
府
を
形
成
す
る

日
本
の
場
合
は
、
統
制
が
必
ず
し
も
十
分
に
機
能
し
な

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
調
査
や
政
策
評
価

と
い
っ
た
、
与
野
党
間
の
政
治
的
対
立
か
ら
は
距
離
を

置
い
て
、
中
長
期
的
視
点
か
ら
行
わ
れ
る
手
法
の
重
要

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
会
が
行
う
中
長
期
的
な

調
査
や
政
策
評
価
へ
の
一
層
の
貢
献
も
ま
た
、
国
会
の

情
報
基
盤
と
し
て
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
期
待
さ
れ
ま
す
。［
只
野
］　

　
山
地　

国
会
に
よ
る
調
査
や
政
策
評
価
が
、事
実
に
の
っ

と
り
、
公
正
に
、
多
様
な
観
点
を
踏
ま
え
て
な
さ
れ
る

よ
う
補
佐
に
努
め
る
こ
と
は
、
当
館
の
重
要
な
使
命
で

す
。
旧
優
生
保
護
法
に
関
す
る
調
査（

２
）に
参
加
し
た
よ
う

に
、
外
か
ら
テ
ー
マ
を
い
た
だ
く
場
合
も
あ
る
ほ
か
、

毎
年
度
テ
ー
マ
を
決
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
は
刊
行
物
と
し
て
公
開

し
て
お
り
、
広
く
社
会
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

提
言
２

　

コ
ロ
ナ
禍
や
能
登
半
島
地
震
の
よ
う
な
災
害
が
起
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こ
っ
て
市
や
町
の
図
書
館
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な

い
と
き
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見
せ

続
け
る
の
だ
、
と
い
う
気
概
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。［
喜
連
川
］

山
地　

困
難
な
状
況
に
対
応
し
て
き
た
例
を
挙
げ
ま
す

と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
国
内
の
多
く
の
図
書
館
が
一
時
的
に

閉
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
き
、読
み
た
い
と
い
う
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
べ
く
著
作
権
法
が
改
正
さ
れ
、
個
人
向
け

デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
し
ま
し
た
。

今
年
の
７
月
時
点
で
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
規
約
へ

の
同
意
者
は
24
万
人
以
上
、
送
信
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
資
料
は
現
在
約
２
０
５
万
点
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

受
信
者
側
の
環
境
が
必
要
と
い
う
条
件
は
あ
る
も
の
の
、

災
害
時
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ
て
き
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
紙
し
か
な
い
出
版
物
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
今
後

も
必
要
な
任
務
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
計
画
的
に
デ

ジ
タ
ル
化
は
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

提
言
３

　

生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
、
Ｌ
Ｏ
Ｃ
に
は
貪
欲
に
技
術
を

追
い
求
め
る
と
い
う
姿
勢
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

技
術
が
固
ま
る
こ
と
を
待
つ
時
代
で
は
も
は
や
な
く
、

萌
芽
的
な
技
術
の
利
用
を
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
と
い
う
一
番
大
き

な
図
書
館
が
先
頭
に
立
っ
て
考
え
る
の
も
重
要
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。［
喜
連
川
］

山
地　

生
成
Ａ
Ｉ
と
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
関
係
は
、
他
機
関
で
開

発
さ
れ
た
生
成
Ａ
Ｉ
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用
と
、

生
成
Ａ
Ｉ
を
開
発
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
の
提
供
、
と
い

う
二
つ
の
面
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
話
題
に
な

る
以
前
か
ら
Ｏ
Ｃ
Ｒ（

３
）の
精
度
向
上
に
取
り
組
み
、
全
文

検
索
と
い
う
機
能
を
実
現
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年

の
生
成
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
技
術
の
急
成
長
ぶ
り
を
見
ま
す

と
、
従
来
の
取
組
の
延
長
と
は
違
っ
た
視
点
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
当
館
が
保
有
す
る
大
量
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
学
習
用
デ
ー
タ
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
状
況
に
つ
い
て
は
、
活
用
を
図
る
意
義
は
認
識

し
て
い
る
一
方
で
、
著
作
権
者
の
利
益
が
不
当
に
害
さ

れ
て
い
な
い
か
と
い
う
懸
念
の
声
も
承
知
し
て
、
デ
ー

タ
の
提
供
は
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

提
言
４

　

Ｌ
Ｏ
Ｃ
に
は
、
年
齢
も
含
め
、
従
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

か
ら
広
げ
て
、
利
用
者
の
要
求
を
探
り
出
し
て
い
こ
う

と
い
う
、
図
書
館
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
出
向
い
て
い

く
と
い
う
方
向
転
換
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ

と
し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
存
在
を
ど
う
捉
え

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
は
児
童
書

を
専
門
に
扱
う
国
際
子
ど
も
図
書
館
が
あ
り
ま
す
が
、

Ｌ
Ｏ
Ｃ
の
取
組
は
、
児
童
書
に
限
定
さ
れ
な
い
知
的
・

研
究
的
体
験
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
す
る
と
い
う
図
書

館
の
役
割
を
理
解
し
て
も
ら
う
機
会
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
溝
上
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
地　

率
直
に
申
し
上
げ
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い

う
定
義
の
下
で
検
討
を
十
分
に
し
て
こ
な
か
っ
た
の
が

実
態
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
し
て
図
書
館
を
通
じ
た
国
民
へ
の
奉
仕
は
国
立
国
会

図
書
館
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、図
書
館
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
重
視
し
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
よ
り
利
用
者
層
、
あ
る
い
は

利
用
者
類
型
と
い
っ
た
形
で
考
え
、
伝
統
的
に
は
来
館

さ
れ
る
利
用
者
に
よ
り
関
心
が
高
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、足
を
運
ぶ
こ
と
が
難
し
い
方
へ
の
サ
ー

ビ
ス
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
個
人
に
直
接
届
け
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
て
き
た
こ
と
で
、
一
層
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

未
来
の
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｄ

Ｌ
で
は
中
高
生
に
向
け
た
「
調
べ
物
の
部
屋
」
を
含
め
、

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
の
活
動
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し

山地　康志
（国立国会図書館副館長）

1989 年国立国会図書館入館、1992 年～ 1995 年モン
トリオール大学東アジア研究センター派遣。総務部
副部長、収集書誌部副部長、収集書誌部長、総務部
長を経て、2024 年 1 月から現職。
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シンポジウムの全編は、国立国会図書館公式YouTubeチャンネルで公開されています。シンポジウムの全編は、国立国会図書館公式YouTubeチャンネルで公開されています。
https://youtube.com/playlist?list=PLXvKjMC1JnVu-BQB99nw1fUdHuUqqAzFf&si=Qax1V8fNUnCnS-tP

（注）　
１　生物医学の専門図書館である、米国国立医学図書館（NLM: National Library of Medicine）と農業技術の専門図書館である、
米国国立農業図書館（NAL: National Agricultural Library）。
２　令和5年6月に公開された「旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者に対する一時金の支給等に関する法律第21条に基づく
調査報告書」。本報告書は衆議院及び参議院が共同で取りまとめたものであるが、国立国会図書館は衆参両院の依頼を受け、主に第3
編「諸外国における優生学・優生運動の歴史と断種等施策」の原案を作成した。
３　OCRはOptical Character Recognition（光学的文字認識）の略。OCR処理によって、デジタル化した書籍等の画像からテキス
トデータの作成が可能となる。国立国会図書館デジタルコレクション等で提供している全文検索機能は、画像のテキスト化によって
実現した。NDL では、AI学習によって、多様なレイアウトの画像からテキストデータを作成できるNDLOCRを開発し提供している。

た
。
簡
単
に
得
ら
れ
る
情
報
が
増
え
た
こ
と
で
、
か

え
っ
て
簡
単
に
答
え
の
出
な
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
調

べ
て
形
に
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
こ
れ
ま
で
に
な
く

高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。
こ
う
し
た

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
・
国
際
子
ど
も
図
書
館
を
利

用
さ
れ
る
こ
と
が
若
い
層
の
方
に
と
っ
て
の
い
い
経
験

に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に

只
野　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
本
格

的
な
議
論
が
始
ま
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
残
念
な
が

ら
時
間
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
喜
連
川
先
生
か
ら
萌

芽
的
な
技
術
を
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
提
言
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
い
ず
れ
の
議
題
に
も
関
係
す
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

立
法
補
佐
に
つ
い
て
は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
進
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
人
間

側
の
ス
キ
ル
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
改
め
て
感
じ
た
次

第
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
ど
う
扱
う
の
か
。
情

報
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
整
理
や
提
供
の
部
分
に
こ

そ
新
し
い
技
術
の
活
用
が
必
要
に
な
る
の
で
は
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
利
用
者
と
の
関
係
構
築
に
も
関
わ
り
ま
す
。

集
め
た
情
報
を
個
人
が
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
、
い
か

に
支
援
す
る
の
か
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
関
係
を
作
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー
副
館
長
か
ら
、

Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
の
中
で
、
今
後
ど
う
進
ん

で
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
の
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー  

私
か
ら
言
え
る
の
は
、
で
き
る
だ
け

早
く
動
い
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら

世
界
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。
私

で
あ
れ
ば
急
ぎ
ま
す
。

パネルディスカッションの様子。
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　「
先
週
末
、
腰
痛
が
ひ
ど
く
て
鍼
灸
に
行
き
ま
し
た
よ
」

「
湿
布
を
貼
っ
た
ら
肩
こ
り
が
少
し
マ
シ
に
な
っ
た
か
も
」

「
…
…
（
天
を
仰
い
で
首
の
ス
ト
レ
ッ
チ
）」。

　
私
の
所
属
す
る
調
査
及
び
立
法
考
査
局
調
査
企
画
課
編
集

係
（
３
名
）
で
見
聞
き
さ
れ
る
光
景
で
す
。
調
査
及
び
立
法

考
査
局
で
は
、
国
政
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
た
調
査
論
文

を
執
筆
し
、『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』、『
調
査
と
情
報
―ISSU

E 

BRIEF

―
』
等
の
刊
行
物
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
国
会

議
員
の
方
々
等
に
配
付
し
、
国
立
国
会
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
原
稿
の
校
正

作
業
等
の
編
集
・
出
版
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
校
正
っ
て
地
味
だ
し
目
が
疲
れ
そ
う
な
仕
事
で
す
ね
。

は
い
、
そ
の
と
お
り
で
す
。
ひ
た
す
ら
席
に
座
っ
て
原
稿

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
気
付
い
た
ら
今
日
一
日
ほ
と
ん
ど

し
ゃ
べ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
日
も
あ
り
ま
す
。

　
退
屈
そ
う
で
す
ね
。
い
え
、
そ
う
で
も
な
い
で
す
。
普

段
、
新
聞
等
で
目
に
す
る
国
政
課
題
に
つ
い
て
解
説
さ
れ

た
原
稿
を
真
っ
先
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
そ
れ
が
自
分
の
興
味
の
あ
る
分
野
の
原
稿
だ
っ
た
ら

…
…
？
　
は
い
、
楽
し
い
で
す
！
　
も
ち
ろ
ん
、
難
解
な

内
容
で
思
考
が
停
止
し
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

し
、
別
ジ
ャ
ン
ル
の
原
稿
を
何
本
も
並
行
し
て
進
め
る
時

は
、頭
が
混
乱
し
そ
う
に
な
り
ま
す
。
で
も
、校
正
を
き
っ

か
け
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
増
え
た
り
、
日
頃
何
と
な
く

目
に
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
に
新
た
な
視
点
が
生
ま
れ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
校
正
の
際
に
は
、
大
部
な
執
筆
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
照
し

な
が
ら
、
出
典
や
デ
ー
タ
の
記
載
に
誤
り
は
な
い
か
、
読

み
手
に
と
っ
て
読
み
や
す
い
文
章
に
な
っ
て
い
る
か
を
特

に
意
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
誤
字
・
脱
字
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、「
こ
こ
は
全
角
で
は
な
く
半
角
ス
ペ
ー
ス
」
と

か
「
カ
ン
マ
か
？
　
ピ
リ
オ
ド
か
？
」
と
い
っ
た
記
事
内

の
表
記
の
統
一
に
は
気
を
付
け
て
い
て
、
時
に
は
原
稿
の

ワ
ー
ド
フ
ァ
イ
ル
の
文
字
倍
率
を
１
４
０
％
に
し
、
目
を

皿
の
よ
う
に
し
て
確
認
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
細
か
い

作
業
が
、
冒
頭
の
や
り
取
り
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。
こ

の
よ
う
に
私
た
ち
の
手
を
経
て
印
刷
屋
さ
ん
に
入
稿
さ
れ

た
原
稿
が
刊
行
物
と
な
っ
て
納
品
さ
れ
て
く
る
と
、「
間
違

い
は
な
い
だ
ろ
う
か
…
…
」
と
い
う
緊
張
感
と
と
も
に
「
終

わ
っ
た
！
」
と
い
う
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
仕
事
を
始
め
て
か
ら
、
仕
事
以
外
で

見
る
資
料
に
つ
い
て
も
細
か
い
点
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が

あ
り
ま
せ
ん
。「
こ
こ
は
文
字
間
隔
を
詰
め
て
１
行
に
し

た
方
が
き
れ
い
な
の
に
」「
こ
の
フ
ォ
ン
ト
は
読
み
づ
ら

い
か
も
」
…
…
職
業
病
で
す
ね
。

（
調
査
企
画
課 

編
集
係
　
ク
ル
テ
ク
）

校正を通して広がる世界
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国立国会図書館国際子ども図書館では、 2024年10月1日 （火） から12月25日 （水） まで開催した展示会 「国際

アンデルセン賞受賞作家 ・画家展」 の関連講演会として、 2018年に同賞を受賞した童話作家の角野栄子氏 （動画出

演のみ） と大阪国際児童文学振興財団の理事 ・総括専門員である土居安子氏をお迎えし、 言葉と物語の力、 角野作

品の魅力についてお話しいただきました。 お話の内容をダイジェストでお伝えします。 （文責　本誌編集担当）

国際アンデルセン賞：1953年に国際児童図書評議会が創設した、世界で初めての子どもの本の国際的な賞。小さなノーベル賞と言われています。

物
語
を
旅
す
る

角
野
栄
子

私
は
小
さ
い
時
か
ら
、
起
伏
に
富
ん
だ
筋
の
あ
る
物
語
が
大

好
き
で
し
た
。
面
白
い
物
語
を
、
そ
れ
も
小
さ
い
子
ど
も
た
ち

に
も
わ
か
る
よ
う
な
物
語
を
書
き
た
い
と
い
う
の
は
、
私
の
小

さ
い
時
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

真
珠
湾
攻
撃
が
始
ま
っ
た
日
、
私
は
国
民
学
校
の
一
年
生
で

し
た
。
終
戦
の
日
が
五
年
生
で
す
。
戦
時
中
で
も
楽
し
み
が
欲

し
く
て
、
一
年
生
く
ら
い
か
ら
本
を
読
ん
で
、
意
味
は
分
か
ら

な
く
て
も
、
活
字
を
追
う
の
が
楽
し
く
て
、
そ
こ
か
ら
色
々
想

像
し
て
い
ま
し
た
。

同
時
に
、
私
の
父
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
ラ
ジ
オ
で
落
語
や
歌

舞
伎
や
講
談
を
聴
い
て
育
っ
た
人
な
の
で
、子
ど
も
た
ち
に『
あ

あ
無
情
』
と
か
、
宮
本
武
蔵
と
か
、
無
声
映
画
の
時
代
の
リ
リ

ア
ン
・
ギ
ッ
シ
ュ
が
出
る
映
画
の
話
な
ど
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
れ
が
と
っ
て
も
面
白
く
て
、今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

お
話
の
続
き
が
知
り
た
く
な
る
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
す
る
作
品

を
私
は
「
物
語
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
の
主
人
公
は
こ
れ
か

ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
し
ら
？　
と
か
小
さ
い
胸
の
中
で
想

像
力
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
心
の
中
を

旅
す
る
物
語
だ
と
私
は
思
う
ん
で
す
。
想
像
し
た
こ
と
を
絵
に

描
い
て
み
た
り
、
そ
の
人
を
主
人
公
に
話
を
作
っ
て
み
た
り
、

当
時
は
想
像
力
が
お
も
ち
ゃ
だ
っ
た
、
と
言
っ
て
も
い
い
く
ら

い
。
想
像
力
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
っ
て
、
そ
れ
が
物
語
と

な
っ
て
い
く
。「
ね
え
聞
い
て
、こ
ん
な
話
ど
う
？
」と
人
に
言
っ

た
り
し
て
言
葉
は
物
語
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

そ
の
中
で
、
私
は
生
き
て
い
く
た
め
の
大
切
な
言
葉
を
学
ん

で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
言
葉
が
私
の
体
中
に
入
っ
て
ど
ん

ど
ん
蓄
積
さ
れ
て
、
使
え
る
言
葉
に
な
っ
て
い
く
。
あ
な
た
の

か
た
ち
の
辞
書
が
そ
こ
に
で
き
て
い
く
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
が

歩
く
と
、
あ
な
た
の
中
に
入
っ
て
い
る
あ
な
た
の
辞
書
も
一
緒

に
歩
く
。
そ
し
て
他
人
と
言
葉
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
言
葉
は
世
界
と
通
じ
合
え
る
力
を
持
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
は
そ
う
い
う
力
の
あ
る
言
葉
で
話
し
て
ほ
し
い
。
今
、
世

界
で
い
ろ
ん
な
悲
惨
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
け
ど
、
自
分
た
ち

が
培
っ
て
き
た
言
葉
の
力
を
信
じ
た
い
で
す
ね
。
今
か
ら
で
も

遅
く
な
い
か
ら
、
言
葉
で
話
し
合
っ
て
。
そ
れ
が
「
物
語
が
旅

す
る
」
っ
て
い
う
こ
と
だ
と
、
私
は
思
う
の
で
す
。

私
が
小
さ
い
時
に
父
か
ら
聞
い
た
り
、
本
で
読
ん
だ
り
し
た

言
葉
が
、
今
私
の
中
に
生
き
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。
小

さ
な
子
た
ち
が
ま
ず
読
書
に
接
す
る
と
き
に
も
、
物
語
が
面
白

い
、
本
っ
て
こ
ん
な
に
面
白
い
も
の
な
ん
だ
、
と
思
っ
て
ほ
し

い
。
だ
か
ら
幼
年
童
話
っ
て
い
う
の
が
と
っ
て
も
大
事
な
ん
で

す
。
そ
の
人
の
中
に
言
葉
の
根
が
伸
び
て
い
く
。
自
分
の
言
葉

を
増
や
し
て
い
く
、
想
像
力
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
力
は
、

幼
年
童
話
か
ら
始
ま
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
か
ら
、
物
語
の
旅
は
始
ま
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
幼
年
童
話
特
集
を
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
日
本
の
幼
年
童
話
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
外
国
の
作
品
も
見
せ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
で
す
。

国際アンデルセン賞　
受賞作家・画家展　

関連講演会

撮 影  萩 庭 桂 太 / © 角 野 栄 子 オ フ ィ ス

講師：土居安子氏

講師：角野栄子氏
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角
野
栄
子
作
品
の
魅
力 

―
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
受
賞
以
降
の
作
品
を
中
心
に
―

土
居
安
子

角
野
さ
ん
は
２
０
１
８
年
の
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
受
賞
以

降
も
た
く
さ
ん
の
作
品
を
精
力
的
に
発
表
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
作
品
の
中
か
ら
、
五
作
品
を
選
ん
で
角
野
作
品
の
魅

力
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
注
）

『
ケ
ケ
と
半
分
魔
女　
（
魔
女
の
宅
急
便
特
別
編 

そ
の
３
）』

は
、「
魔
女
の
宅
急
便
」
第
３
作
目
「
キ
キ
と
も
う
ひ
と
り
の

魔
女
」
に
登
場
し
た
ケ
ケ
が
書
い
た
『
半
分
魔
女　
も
う
ひ
と

つ
の
も
の
が
た
り
』
と
い
う
体
裁
で
書
か
れ
た
本
で
す
。
こ
の

作
品
は
、
キ
キ
以
上
に
魔
法
の
力
に
不
安
を
抱
き
、
自
分
の
存

在
に
自
信
が
持
て
な
い
少
女
が
、森
の
不
思
議
な
力
に
よ
っ
て
、

現
在
の
自
分
を
受
け
入
れ
、
未
来
の
自
分
を
作
ろ
う
と
す
る
様

子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
特
別
な
能
力
が
な
く
て
も
人
は
生
き

て
い
け
る
、と
誰
を
も
肯
定
し
て
い
る
物
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。

幼
年
童
話
『
お
ば
け
の
ア
ッ
チ
あ
か
ち
ゃ
ん
は
ド
ド
ン
！
』

は
、
子
ど
も
が
望
む
ま
ま
に
食
べ
物
や
物
を
与
え
て
い
る
と
子

ど
も
が
暴
走
す
る
、
と
い
う
現
代
社
会
を
映
し
て
い
る
よ
う
に

も
思
え
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
に
は
赤
ち
ゃ
ん
の
食
べ
物
が
あ
る
、

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
取
れ
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
ド
ド
ン

が
繰
り
返
す
言
葉
も
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
、
食
べ
る
こ
と
の
楽
し
さ

や
、
赤
ち
ゃ
ん
の
一
途
な
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
も
楽

し
い
作
品
で
す
。

幼
年
文
学
の
『
月
さ
ん
と
ザ
ザ
さ
ん
』
の
主
人
公
は
、
ザ
ザ

さ
ん
と
い
う
相
当
ひ
ね
く
れ
も
の
の
一
人
暮
ら
し
の
お
ば
あ
さ

ん
で
す
。
児
童
文
学
だ
か
ら
っ
て
子
ど
も
が
主
人
公
で
あ
る
必

要
は
な
い
の
で
す
。
作
品
の
中
で
月
が
語
る
物
語
に
ザ
ザ
さ
ん

が
癒
さ
れ
、
最
後
ま
で
ひ
ね
く
れ
も
の
は
通
す
も
の
の
、
人
の

こ
と
を
思
い
や
る
余
裕
が
で
き
ま
す
。
物
語
の
力
、言
葉
の
力
、

愛
情
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
を
思
う
こ
と
の
大
切
さ
が
伝
わ
り
ま

す
。絵

本
作
品
『
か
が
み
と
チ
コ
リ
』
で
は
、
鏡
が
心
を
持
つ
と

い
う
あ
り
え
な
い
状
況
が
描
か
れ
て
お
り
、
チ
コ
リ
の
成
長
を

キ
ラ
キ
ラ
と
鏡
を
輝
か
せ
る
こ
と
で
見
守
る
鏡
の
無
償
の
愛
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
ど
ん
な
に
愛
し
て
も
、
必
ず
し

も
報
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
人
生
の
悲
哀
も
読
み
取
れ

ま
す
。
鏡
と
い
う
の
は
、
自
分
自
身
を
客
観
的
に
見
る
と
い
う

意
味
も
あ
り
ま
す
。
角
野
作
品
で
は
よ
く
双
子
や
影
が
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
描
く
目
的
で
で
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
も
、
鏡
の

中
の
チ
コ
リ
と
現
実
の
チ
コ
リ
の
出
会
い
と
別
れ
の
物
語
と
も

読
む
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

『
イ
コ
ト
ラ
ベ
リ
ン
グ　
１
９
４
８
‐
』
は
、
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
向
か
う
船
に
乗
っ
た
26
歳
の
イ
コ

を
描
い
た
プ
ロ
ロ
ー
グ
「
大
西
洋
」
と
、
横
浜
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル

の
サ
ン
ト
ス
に
向
か
う
船
に
乗
っ
た
24
歳
の
イ
コ
を
描
い
た

「
太
平
洋
」
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
イ
コ
の
13
歳
、

16
歳
、
18
歳
、
22
歳
の
４
章
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
コ
の

体
験
が
い
き
い
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
未
来
を
切
り

拓
い
て
い
く
様
子
は
、
時
代
は
違
っ
て
も
、
今
の
若
者
と
重
な

る
部
分
が
多
く
あ
り
、
普
遍
的
な
テ
ー
マ
が
追
求
さ
れ
た
ヤ
ン

グ
ア
ダ
ル
ト
作
品
だ
と
言
え
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
角
野
作
品
は
、
空
想
力
と
ユ
ー
モ
ア
で
人

生
を
肯
定
し
、
自
由
を
希
求
す
る
人
物
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
言
葉

と
豊
か
な
物
語
で
い
き
い
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け

幼
年
文
学
に
優
れ
た
作
品
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
れ
が
国
際
ア
ン

デ
ル
セ
ン
賞
受
賞
以
降
も
発
展
し
続
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
私
が
見
つ
け
ら
れ
た
限
ら
れ
た
魅
力
の
み
で
な
く
、
み

な
さ
ま
が
そ
れ
ぞ
れ
に
読
み
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
魅
力
を
見
つ

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
注
）
冒
頭
に
、
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
お
よ
び
同
賞
受
賞
ま
で
の
角

野
作
品
の
魅
力
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。10月6日に国際子ども図書館で開催された講演会の様子。角野・土居両

氏の事前収録動画上映の後、土居氏が登壇し、上保国際子ども図書館長
との対談、質疑応答を行った。

◆土居氏が取り上げた角野氏の著作
『ケケと半分魔女（魔女の宅急便特別編 その 3）』（佐竹美保 画）福音館書店　2022
『おばけのアッチあかちゃんはドドン！』（佐々木洋子 え）ポプラ社　2022
『月さんとザザさん』小学館　2023
『かがみとチコリ』（及川賢治 絵）講談社　2019
『イコトラベリング　1948- 』KADOKAWA　2022
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検
印
の
は
じ
ま
り
か
ら
衰
退
ま
で

◆
検
印
の
起
源

偽
版
を
防
ぐ
た
め
に
出
版
者
が
印
を
押
す
こ
と

自
体
は
、
享
保
年
間
（
１
７
１
６-

１
７
３
６
）

頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
当
時
は
検

印
と
は
呼
ば
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た（

１
）。

そ
れ
か
ら

約
１
５
０
年
後
の
慶
応
３
（
１
８
６
７
）
年
、
偽

版
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
福
澤
諭
吉
が
自
身
の
著

作
『
西
洋
旅
案
内
』
に
「Copyright of 

福
澤
氏
」

と
い
う
印
を
押
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
ま
す
（
図

１
）。
著
者
自
身
の
名
前
が
入
っ
た
押
印
を
し
た

と
い
う
点
で
画
期
的
な
事
例
で
あ
る
と
言
え
そ
う

で
す
。

ま
た
、
印
税
計
算
の
た
め
に
著
作
権
者
が
奥
付

に
押
印
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
中
頃
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
初
め
て
の
印
税
契
約
は
、
明
治
20

（
１
８
８
７
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
断
蓬
奇
縁　

慨
世
史
談
』
に
対
す
る
も
の
と
い
う
の
が
定
説
と

さ
れ
て
い
ま
す（

２
）。

本
書
は
、
東
京
朝
日
新
聞
の
初

代
主
筆
で
あ
る
小
宮
山
桂
介
が
フ
ラ
ン
ス
の
小
説

を
翻
訳
し
た
も
の
で
す
。
小
宮
山
と
、
出
版
を
行

う
鳳
文
館
の
代
表
、
前
田
圓
の
間
で
出
版
契
約
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
契
約
書
に
は
「
小
宮
山

桂
介
ニ
於
テ
本
書
見
返
シ
ニ
毎
部
印
紙
ヲ
貼
布
シ

捺
印
ヲ
為
ス
ベ
キ
事（

３
）」

と
あ
り
、
こ
れ
が
検
印
に

あ
た
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
実
際
に
、
当
館
で
所

蔵
し
て
い
る
『
断
蓬
奇
縁　
慨
世
史
談
』
の
奥
付

に
は
、
紙
片
が
貼
ら
れ
、
割
印
の
よ
う
に
し
て
印

が
押
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

◆
検
印
と
い
う
名
称
の
定
着

奥
付
に
著
者
や
出
版
者
が
押
す
印
を
「
検
印
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
な
の
で

し
ょ
う
か
。
明
確
な
時
期
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
当
館
所
蔵
の
資
料
か
ら
、
短
い
期
間
で
改

訂
を
重
ね
て
い
る
『
日
本
薬
局
方
備
考
』
を
例
に

確
認
す
る
と
、
明
治
20
（
１
８
８
７)

年
の
奥
付

に
は
「
出
版
人
ノ
証
印
ナ
キ
者
ハ
偽
版
ト
ス（

４
）」

と

あ
り
ま
す
が
、
明
治
24
（
１
８
９
１
）
年
の
奥
付

に
は
「
発
行
者
ノ
検
印
ナ
キ
者
ハ
偽
版
ト
ス（

５
）」

と

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
明
治
期
の
他
の
出
版
社
の
本

の
奥
付
を
見
る
と
、「
発
行
者
ノ
認
印
ナ
キ
モ
ノ

ハ
偽
版
タ
ル
ベ
シ（

６
）」、「

著
者
ノ
捺
印
ナ
キ
ハ
偽
版

也（
７
）」

と
い
っ
た
記
述
が
見
つ
か
る
こ
と
か
ら
、
当

時
は
ま
だ
「
検
印
」
と
い
う
言
葉
は
一
般
的
と
言

え
る
ほ
ど
に
は
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

大
正
時
代
に
入
る
と
、
新
語
辞
典
な
ど
で
出
版

かつて本の奥付でよく見られた「検印」をご存じでしょうか？

一般に「検印」と言えば検査済みの証明として押す印のことを指しますが、出版用語としての「検印」は、
出版者が著作者に支払う印税の計算や偽版防止のために、主に本の奥付部分に押された著者または出版者の
印のことを指します。切手程度の大きさの紙（検印紙）に押印された上で、その紙が奥付に貼られている場合
もあります。

検印を押す作業は手間も費用もかかるものであり、また、検印の存在は出版者と著者の信頼関係が十分に
築かれていないことを示すものだと指摘されることもありました。しかし、当時の本の奥付を眺めると、著者も
出版者も検印を心のどこかで楽しんでいたのではないかと思わせるような凝ったデザインの検印・検印紙が多
く見つかります。

新連載「検印・検印紙セレクション」では、国立国会図書館で所蔵する資料の奥付に見られる検印・検印
紙を紹介するとともに、検印に関するコラムもお届けします。

第一回では、検印という日本独自の慣行について説明した上で、動物を図案化した特徴的な検印紙を紹介
します。

新連載　検印・検印紙セレクション

第一回　奥付を彩る動物たち
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図２：エルクマン , チヤートリアン 著 , 小宮山桂介 
( 天香外史 ) 訳『断蓬奇縁　慨世史談』鳳文館 , 
1887　https://dl.ndl.go.jp/pid/897047/1/269（ モ
ノクロ画像）

用
語
と
し
て
の
検
印
の
意
味
が
記
載
さ
れ
て
い
る

例
を
い
く
つ
か
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例

え
ば
大
正
8
（
１
９
１
９)

年
の
『
模
範
新
語
通

語
大
辞
典
』（

８
）、

大
正
14
（
１
９
２
５
）
年
の
『
新

し
い
言
葉
の
字
引　
増
訂
』（

９
）に

は
、
出
版
用
語
と

し
て
の
検
印
の
意
味
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

３
）。

◆
検
印
の
衰
退

そ
の
後
検
印
・
検
印
紙
は
慣
行
と
し
て
定
着
し

ま
し
た
。
昭
和
初
期
刊
行
の
本
を
開
い
て
み
る

と
、
そ
の
多
く
で
検
印
・
検
印
紙
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
に
な
る

と
徐
々
に
姿
を
消
し
始
め
、
代
わ
り
に
「
検
印
廃

止
」「
検
印
省
略
」
と
い
っ
た
文
言
が
奥
付
に
記

載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
特
に
１
９
５
０
年

代
後
半
か
ら
１
９
６
０
年
代
に
か
け
て
検
印
廃
止

が
進
ん
だ
よ
う
で
、
例
え
ば
、
岩
波
書
店
で
は

１
９
５
９
年
11
月
に
検
印
制
度
を
廃
止（

１
０
）、

新
潮
社

で
は
１
９
６
１
年
４
月
頃
か
ら
順
次
廃
止（

１
１
）し

て
い

ま
す
。

多
く
の
出
版
者
お
よ
び
著
者
が
検
印
廃
止
の
方

向
へ
進
ん
だ
主
な
理
由
と
し
て
は
、
文
庫
や
新
書

と
い
っ
た
廉
価
版
の
普
及
に
よ
り
一
度
に
刊
行
さ

れ
る
部
数
が
増
大
し
た
こ
と
や
、
出
版
者
と
著
者

の
間
の
信
頼
関
係
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す

（
１
２
）。

図１：福澤諭吉『西洋旅案内』尚古堂 , 1867
（所蔵：神戸大学附属図書館 住田文庫　https://da.lib.kobe-u.ac.jp/da/sc/0100407207/）

図３：上田景二 編『模範新語通語
大辞典』松本商会出版部 , 1919, p.93　
https://dl.ndl.go.jp/pid/958702/1/51
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検印紙について

本を 1 冊 1 冊開いてその奥付にハンコを押していくのは、非常に時間と手間がかかる作業です。そのため、発行部数
が増えるにつれて、「検印紙」（切手程度の大きさの用紙で、「検印用紙」や「検印票」などと呼ばれることもありました）
に押印してから本の奥付に貼っていくというやり方が主流になりました。

検印と同様に、検印紙もいつから始まった慣行なのかはっきりとしたことは分かっていませんが、明治期の文部省の出
版物に似たような紙片が貼られており、これが起源なのではないかという説があります＊。

ただ、下図を見ると分かるとおり、この頃は検印済の印紙を本に貼っていたわけではなく、奥付に印紙を貼ってその上
から割印のように押印していたようです。

＊　稲岡勝「検印紙事始―証紙（印紙）のいろいろ」『アステ』(3), 1985, p.24　< 請求記号　VG1-1374>

『修身小学 11』集英堂 , 1885　< 請求記号　VG1-H11587>

例えばこんなデザインがあります！

イ
河童に見えますが、ポーズは「見ざる、聞かざる、言わざる」
でしょうか。

ロ
社名「鮎書房」の「鮎」の字がデザインされています。「占」
の空白部分に検印を押すようになっています。

検印紙のデザインは、出版社のロゴを使ったものや、動植物を図案化したもの、装飾的なもの
など多種多様です。ここでは、動物をモチーフにしたものをいくつかご紹介します。
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○検印・検印紙画像の出典
イ　佐藤垢石 『たぬき汁』白鷗社 , 1953　https://dl.ndl.go.jp/pid/2932436/1/174
ロ　ヴェー・ヤン 著 , 奥沢文朗 訳『小説チンギス汗』鮎書房 , 1944　https://dl.ndl.go.jp/pid/11619081/1/292
ハ　北原白秋 著 , 武井武雄 絵『七つの胡桃　童謡集』フタバ書院成光館 , 1942　https://dl.ndl.go.jp/pid/1169659/1/117
ニ　岡咲恕一 『新会社法と施行法』学陽書房 , 1951　https://dl.ndl.go.jp/pid/3006057/1/124
ホ　中河与一 著 , 佐藤真 絵『愛の手帖』臼井書房 , 1947　https://dl.ndl.go.jp/pid/1624914/1/66
ヘ　真下信一『幸福のモラル　生きること・愛すること』くろしお出版 , 1959　https://dl.ndl.go.jp/pid/2935882/1/117
ト　三田村鳶魚『市井の風俗 ( 江戸ばなし ; 第 7 冊 )』青蛙房 , 1957　https://dl.ndl.go.jp/pid/9543129/1/157
チ　矢内原忠雄『アウグスティヌス「告白」講義』新教出版社 , 1946　https://dl.ndl.go.jp/pid/2968742/1/214
リ　岡邦雄『科学の現代史（下）』春秋社 , 1957　https://dl.ndl.go.jp/pid/1376384/1/127
ヌ　武藤絲治『針の孔』四季社 , 1956　https://dl.ndl.go.jp/pid/2934470/1/162
ル　徳川夢聲『雁のあとさき』四季社 , 1951　https://dl.ndl.go.jp/pid/3018888/1/114
ヲ　後藤禎二『絵画の真価』造形社 , 1964　https://dl.ndl.go.jp/pid/2504798/1/224
ワ　佐藤紅緑 著 , 加藤まさを 絵『手に手をとって』まひる書房 , 1948　https://dl.ndl.go.jp/pid/1169107/1/143
カ　坪野哲久『百花　歌集』書物展望社 , 1939　https://dl.ndl.go.jp/pid/1687468/1/133

動物の検印紙
　　　　いろいろ

ハ ニ

ホ ヘ

鳥を描いた検印紙

チ リ

カ

ヌ ル

ヲ ワ

ト

21 国立国会図書館月報 769号 2025.5

https://dl.ndl.go.jp/pid/2932436/1/174
https://dl.ndl.go.jp/pid/11619081/1/292
https://dl.ndl.go.jp/pid/1169659/1/117 
https://dl.ndl.go.jp/pid/3006057/1/124
https://dl.ndl.go.jp/pid/1624914/1/66
https://dl.ndl.go.jp/pid/2935882/1/117
https://dl.ndl.go.jp/pid/9543129/1/157
https://dl.ndl.go.jp/pid/2968742/1/214
https://dl.ndl.go.jp/pid/1376384/1/127
https://dl.ndl.go.jp/pid/2934470/1/162
https://dl.ndl.go.jp/pid/3018888/1/114
https://dl.ndl.go.jp/pid/2504798/1/224
https://dl.ndl.go.jp/pid/1169107/1/143
https://dl.ndl.go.jp/pid/1687468/1/133


フクロウのマーク

さまざまな検印紙を見ていると、フクロウを図案化したものが多いことに気が付きます。
ギリシャ神話において、フクロウは知識、技芸、武の女神アテナの聖鳥でした。古代ギリシャの銀貨、テトラドラ

クマ銀貨には、フクロウの絵柄の銀貨があります。また、ローマ神話においても、フクロウは女神ミネルウァの聖
鳥として知られます。

フクロウは、「死」や「暗闇」といったイメージを持つ一方で、「知恵」や「知識」といったイメージも持っていま
した。後者の「知恵」、「知識」といったイメージのために、検印紙においてもたびたび用いられたと考えられます。

左から、小山書店の検印紙（検印：安倍能成）、小山書店の書籍の内表紙に印刷されたマーク、古代ギリシャのテトラ
ドラクマ銀貨。
小山書店のマークをフクロウにすることは野上豊一郎（英文学者、能楽研究者）の提案でした。「小山書店のマークと
してパラス・アテネの知性の象徴なる梟をギリシア古銭の図案から一緒に選んだのも、その頃のことであった。」（野上
豊一郎『能面論考』小山書店 , 1944, p.334　 https://dl.ndl.go.jp/pid/1871382/1/182）
小山書店の検印紙と内表紙に描かれたマークは、ややフクロウのポーズは異なりますが、構図自体は似ています。
出典：左から安倍能成『安倍能成選集 第 2 巻』小山書店 , 1948　https://dl.ndl.go.jp/pid/3035194/1/162、野上豊一郎 

『 能 面 論 考 』 小 山 書 店 , 1944　https://dl.ndl.go.jp/pid/1871382/1/3、“Tetradrachm: Owl (reverse)” (Cleveland 
Museum of Art)　https://www.clevelandart.org/art/1916.992.b
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「江戸名所図屏風」と都市の
華やぎ
出光美術館 編・ 刊　2018.7 
199p ; 30 cm
< 請求記号  KC16-L3078>

 　

屏
風
と
い
え
ば
、
代
表
的
な
画
題
の
一

つ
は
「
洛
中
洛
外
図
」
で
あ
る
。
京
都
の
市

中
・
郊
外
の
名
所
や
人
々
が
画
面
い
っ
ぱ
い

に
描
か
れ
た
姿
を
、
多
く
の
方
が
ご
存
じ
だ

ろ
う
。
で
は
、
京
都
で
は
な
く
、
江
戸
の
風

景
を
描
い
た
屏
風
も
あ
る
こ
と
は
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。

　

本
書
は
、
出
光
美
術
館
で
２
０
１
８
年

に
行
わ
れ
た
企
画
展
“「
江
戸
名
所
図
屏

風
」
と
都
市
の
華
や
ぎ
”
の
図
録
で
あ
る
。

「
江
戸
名
所
図
屏
風
」
は
、
明
暦
の
大
火

（
１
６
５
７
年
）
以
前
の
江
戸
の
風
景
を
描

い
た
と
さ
れ
る
屏
風
だ
。
本
書
は
「
江
戸
名

所
図
屏
風
」
の
ほ
か
、京
都
を
描
い
た
屏
風
・

扇
面
画
や
、
時
代
の
下
る
風
俗
画
・
美
人
画

を
掲
載
す
る
。
本
書
を
見
れ
ば
、「
江
戸
名

所
図
屏
風
」
の
成
立
か
ら
、
そ
の
後
の
都
市

景
観
図
の
展
開
に
至
る
ま
で
を
、
作
品
の
比

較
を
通
し
て
理
解
し
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。

　

本
書
の
最
大
の
魅
力
は
、「
江
戸
名
所
図

屏
風
」
を
細
部
ま
で
堪
能
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
屏
風
は
、
喧
嘩
を
す
る
人
、
酒
宴

を
楽
し
む
人
な
ど
２
０
０
０
人
以
上
も
の

人
々
を
描
い
て
お
り
、
一
人
ひ
と
り
が
何
を

し
て
い
る
の
か
興
味
を
惹
か
れ
て
し
ま
う
よ

う
な
、
描
写
の
細
や
か
さ
を
特
徴
と
す
る
。

本
書
に
は
、
屏
風
全
体
を
写
し
た
ペ
ー
ジ
だ

け
で
な
く
、
屏
風
を
マ
ス
目
状
に
分
割
し
、

拡
大
し
た
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

屏
風
に
描
か
れ
た
都
市
全
体
は
も
ち
ろ
ん
、

人
々
の
表
情
や
動
作
と
い
っ
た
細
か
い
描
写

ま
で
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

異
な
る
場
所
を
描
く
作
品
や
、
前
後
の
年

代
の
作
品
と
「
江
戸
名
所
図
屏
風
」
を
比
較

で
き
る
こ
と
も
、
本
書
の
魅
力
で
あ
る
。
例

え
ば
、都
市
図
の
先
例
を
示
す
作
品
と
し
て
、

出
光
美
術
館
蔵
の
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
や

「
祇
園
祭
礼
図
屏
風
」
な
ど
、
京
都
を
描
い

た
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作

品
の
中
に
は
、
都
市
を
描
く
も
の
に
加
え
、

祭
礼
を
描
く
も
の
、
歌
舞
伎
を
描
く
も
の
な

ど
が
あ
り
、「
江
戸
名
所
図
屏
風
」
と
共
通

す
る
要
素
が
あ
る
。
見
比
べ
れ
ば
、
異
な
る

場
所
を
描
い
て
い
て
も
、
そ
れ
ら
共
通
す
る

要
素
の
表
現
に
、
通
じ
る
も
の
が
あ
る
こ
と

を
実
感
で
き
る
。

　

ま
た
、
菱
川
師
宣
の
「
遊
里
風
俗
図
」
や

宮
川
長
春
の
「
江
戸
風
俗
図
巻
」
な
ど
、「
江

戸
名
所
図
屏
風
」
か
ら
少
し
下
る
年
代
に
か

け
て
の
、
浮
世
絵
創
成
期
の
画
家
の
作
品
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
江

戸
時
代
に
「
悪
所
」
と
呼
ば
れ
た
、
遊
里
や

芝
居
町
を
描
い
て
い
る
。「
悪
所
」
は
「
江

戸
名
所
図
屏
風
」
に
も
描
か
れ
て
お
り
、
両

者
を
比
較
す
る
と
、
当
時
取
り
締
ま
り
の
対

象
で
あ
っ
た
「
悪
所
」
を
、
活
気
あ
る
場
所

と
し
て
描
く
点
が
似
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
そ
の
一
方
で
、
浮
世
絵
創
成
期
の
画
家

た
ち
の
作
品
に
は
、「
江
戸
名
所
図
屏
風
」

よ
り
も
「
悪
所
」
に
接
近
し
て
そ
れ
を
大
々

的
に
描
く
、
大
胆
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
ペ
ー

ジ
を
行
き
来
す
る
だ
け
で
作
品
を
比
較
で
き

る
の
は
、
図
録
な
ら
で
は
の
良
さ
だ
。

　

本
書
を
手
に
取
り
、
東
京
を
よ
く
知
る
人

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
な
い
人
も
、
江
戸
の

在
り
し
日
の
姿
に
思
い
を
馳
せ
て
ほ
し
い
。

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
た
び
に
、
新
た
な
発
見
が

あ
る
は
ず
だ
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      （
髙
石 

京
花
）
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調
査
及
び
立
法
考
査
局
が
令
和
６
年
度
に
行
っ
た
調

査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
、
報
告
書
を
刊
行

し
ま
し
た

【
総
合
調
査
】

『
人
口
減
少
と
地
域
の
課
題
』（
調
査
資
料
２
０
２
４
‐
３
）

日
本
の
総
人
口
は
、
２
０
０
８
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
後
、

減
少
を
続
け
て
お
り
、
２
０
７
０
年
に
は
２
０
２
０
年
時
点
の

62
～
77
％
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
発
展
の
原
動

力
の
一
つ
で
あ
っ
た
人
口
の
増
加
が
失
わ
れ
、
さ
ら
に
は
、
東

京
一
極
集
中
に
よ
る
経
済
社
会
へ
の
影
響
も
各
所
で
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
報
告
書
で
は
、
地
域
を
持
続
す
る

た
め
の
制
度
、
地
域
に
お
け
る
産
業
と
雇
用
、
地
域
生
活
の
基

盤
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
の
３
部
に
分
け
て
、
人
口
減
少
が
地
方

に
も
た
ら
す
課
題
を
捉
え
直
す
と
と
も
に
、
そ
の
解
決
に
向
け

た
議
論
を
分
析
し
、
整
理
す
る
た
め
の
10
の
論
稿
を
収
録
し
ま

し
た
。

【
科
学
技
術
に
関
す
る
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

『
Ａ
Ｉ
と
社
会
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
』（
調
査
資
料
２
０
２
４

‐
４
）

本
報
告
書
は
、
令
和
６
年
11
月
15
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ａ
Ｉ
と
社
会
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
」
の

記
録
集
で
す
。
技
術
の
急
速
な
進
歩
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
世
界

各
国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
ル
ー
ル
整
備
の
状
況
を
踏
ま
え
、
Ａ

Ｉ
が
及
ぼ
す
社
会
の
変
化
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
有
識
者

に
よ
る
議
論
を
通
じ
て
展
望
し
た
内
容
を
ま
と
め
ま
し
た
。
小

塚
荘
一
郎
氏
に
よ
る
問
題
提
起
、
荒
瀬
由
紀
氏
、
久
保
田
瞬
氏
、

吉
永
京
子
氏
、
落
合
孝
文
氏
に
よ
る
報
告
に
加
え
て
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
記
録
及
び
小
塚
荘
一
郎
氏
に
よ
る
解
説

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

『
海
洋
を
め
ぐ
る
動
向
と
課
題
』（
調
査
資
料
２
０
２
４
‐
５
）

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
我
が
国
は
、
海
洋
と
の
関
わ
り
を
強

く
持
っ
て
い
ま
す
。
海
洋
の
保
全
、
持
続
的
な
利
用
・
開
発
、

科
学
技
術
研
究
の
推
進
な
ど
、
海
洋
を
め
ぐ
る
課
題
は
多
様
で

あ
り
、
相
互
に
関
連
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
気

候
変
動
や
産
業
構
造
の
転
換
等
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
な

ど
、
課
題
は
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
本
報
告
書
で
は
、
海
洋
政

策
を
め
ぐ
る
今
後
の
議
論
に
資
す
る
た
め
、
基
本
計
画
、
国
土

保
全
、
資
源
開
発
、
観
測
研
究
、
米
国
の
海
洋
政
策
、
海
洋
ガ

バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
、
諸
外
国
の
状
況
も
踏
ま
え
、
学
識
経
験

者
の
御
助
言
、御
指
導
を
受
け
つ
つ
分
析
・
整
理
を
試
み
ま
し
た
。

『
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
―
「
食
」
を
変
え
る
先
端
技
術
の
課
題
と
可
能

性
―
』（
調
査
資
料
２
０
２
４
‐
６
）

世
界
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
食
料
の
需
要
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
畜
産
物
や
魚
介
類
の
需
要
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
る

タ
ン
パ
ク
質
危
機
が
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
・

外
食
産
業
で
の
人
手
不
足
、
気
候
変
動
に
よ
る
食
料
生
産
へ
の

影
響
な
ど
、
食
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま

す
。
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
解
決
策
と
し
て
、

新
し
い
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
本
報
告
書
で
は
、
第
一
線
の
研
究
者
が
、
生
産
か
ら

消
費
に
至
る
ま
で
の
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
の
現
状
を
多
角
的
に
分
析

し
、
技
術
的
な
課
題
や
可
能
性
、
社
会
実
装
を
め
ぐ
る
論
点
を
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整
理
、
さ
ら
に
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
の
発
展
が
も
た
ら
す
社
会
の
在

り
方
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
報
告
書
を
含
め
、
国
立
国
会
図
書
館
が
国
政
審
議

の
参
考
資
料
と
し
て
作
成
し
た
刊
行
物
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

全
文
を
御
覧
に
な
れ
ま
す
。
是
非
、
御
活
用
く
だ
さ
い
。

○
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ> 

国
会
関
連
情
報>

『
調

査
資
料
』> 

２
０
２
５
年
刊
行
分

h
ttp

s://w
w

w
.n

d
l.g

o
.jp

/jp
/d
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第
39
回
納
本
制
度
審
議
会

２
月
27
日
、
第
39
回
納
本
制
度
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
審
議

会
委
員
13
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
第
18
回
代
償
金
部
会
の
審
議
経
過
に
つ
い
て

奥
邨
弘
司
部
会
長
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
か
ら

は
、
委
員
の
交
代
（
令
和
６
年
８
月
１
日
付
け
）、
出
版
物
納
入

状
況
や
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
収
集
制
度
の
運
用
状
況
等
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
、
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
根
本
彰

委
員
か
ら
納
本
制
度
の
課
題
に
つ
い
て
話
題
提
供
が
な
さ
れ
、

引
き
続
き
委
員
間
で
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

納
本
制
度
審
議
会
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
令
和
６
年
８
月
１
日
現
在
）

会
長

　

斎
藤　

誠　
　
　

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

会
長
代
理

　

田
村　

善
之　
　

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

委
員

　

伊
藤　

真　
　
　

弁
護
士

　

江
上　

節
子　
　

武
蔵
大
学
名
誉
教
授

　

江
草　

貞
治　
　

株
式
会
社
有
斐
閣
代
表
取
締
役
社
長

　

奥
邨　

弘
司　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授

　

小
野
寺　

優　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
理
事
長

　

近
藤　

敏
貴　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
出
版
取
次
協
会
会
長

　

柴
野　

京
子　
　

上
智
大
学
文
学
部
新
聞
学
科
教
授

　

仲
俣　

暁
生　
　

大
正
大
学
表
現
学
部
表
現
文
化
学
科
教
授
／
公
益

社
団
法
人
日
本
文
藝
家
協
会
知
的
財
産
権
委
員

　

中
村　

史
郎　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
会
長

　

根
本　

彰　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

宮
原　

博
昭　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
雑
誌
協
会
理
事
長

　

村
松　

俊
亮　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
会
長

　

山
崎　

隆
広　
　

群
馬
県
立
女
子
大
学
文
学
部
文
化
情
報
学
科
教
授

○
代
償
金
部
会
所
属
委
員

奥
邨
弘
司
（
部
会
長
）、
江
上
節
子
（
部
会
長
代
理
）、
伊
藤
真
、
小

野
寺
優
、
根
本
彰
、
宮
原
博
昭
、
村
松
俊
亮

審議会に関する情報は、以下に掲載しています。審議会に関する情報は、以下に掲載しています。
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